
令和５年１０月２２日（日）、札幌高等・地方裁判所では、札幌高等・地方検察庁、札幌弁

護士会との共催（後援：日本弁護士連合会）で法の日週間行事として「法の日リーガルフェス

タ２０２３」を開催しました。

当日は、中学生から大学生までの１６人が参加し、現役の裁判官・検察官・弁護士とチーム

になって作戦を考え、それぞれの立場から証人や被告人に質問をしたりするなどし、架空の刑

事事件の裁判を体験しました。

～参加者の感想（一部抜粋）のご紹介～
・ 今回のイベントで裁判がどのように進行するか分かり、より法律が好きになりました。

・ 普段できないような視点で事件について深く考えることができました。

・ 実際に法に携わる人と模擬裁判ができ、少しでも実際の裁判の雰囲気が感じ取れたの

は、いい経験だと思いました。
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～学生のための刑事裁判体験会～

開催

概要

被告人に対する反対質問事項や論告・求刑の内

容を検討しました。

みなさん、被告人の有罪を立証するため、作戦

を立て、被告人への質問を一所懸命に考えていま

した。ちなみに、求刑は懲役８年でした。

弁護人チーム

検察官チーム

裁判官チーム

証人や被告人に対する補充の尋問・質問事項及

び判決内容を検討しました。

被告人は無罪を主張しており、真実はどちらな

のか、評議は、難航したようです。
判決宣告

証人に対する反対尋問事項や弁論の内容を検討

しました。

みなさん、無罪を主張する被告人のために、真

剣に話し合いをしていました。

「主文、被告人を懲役８年に処する。」

裁判官チームによる評議の結果、被告人は、有罪

とされました。


